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で
た
い
！

和知人形浄瑠璃会による「戎舞」

・
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こ
こ
に
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、多

様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、み
ん

な
が
幸
せ
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ

る
、豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、こ
の

条
例
を
制
定
し
ま
す
。（

一
部
抜
粋
）

京丹波町合併 20周年記念式典
― GO GREEN GREEN　未来へ幸せつなぐまち京丹波 ―

2
0
2
5
年
10
月
11
日
、京
丹
波
町
は
丹
波
町
・
瑞
穂

町
・
和
知
町
が
合
併
し
て
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。和
知

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、記
念
式
典
が
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
、関
係
者
ら
約
3
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、和
知
人
形
浄
瑠
璃
会
に
よ
る

新
作「
戎
舞
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。鯛
を
釣
り
上
げ
る

シ
ー
ン
に
会
場
か
ら
拍
手
が
広
が
り
、め
で
た
く
和
や

か
な
雰
囲
気
で
式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。

畠
中
源
一
町
長
の
式
辞
や
来
賓
祝
辞
の
後
、町
初
と

な
る
名
誉
町
民
の
顕
彰
が
行
わ
れ
、野
田
進
さ
ん
に
顕

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、町
の
自
治
に
貢
献
し
た

方
や
、文
化
・
福
祉
な
ど
各
分
野
で
功
績
を
残
さ
れ
た

方
、善
行
を
行
っ
た
方
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、合
併
20
年
を
節
目
と
し
て「
京
丹
波
町
幸

せ
を
感
じ
豊
か
な
心
を
育
む
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」を
施
行
し
ま
し
た
。条
例
の
前
文
を
須
知

高
校
生
の
石
川
優
雅
さ
ん
と
小
西
仁
菜
さ
ん
が

読
み
上
げ
、人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
へ
思
い
を

込
め
ま
し
た
。

続
い
て
20
年
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る

映
像
を
上
映
。町
立
3
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
記

念
発
表
で
は
、全
校
生
徒
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

京
丹
波
町
へ
の
思
い
と
未
来
へ
の
希
望
を
込
め
て

作
り
上
げ
た
群
読「
わ
た
し
た
ち
の
京
丹
波
町
〜

20
年
の
そ
の
先
へ
〜
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
の
未
来
を
担
う
世
代
の
真
っ
す
ぐ
な
言
葉
が
、

会
場
に
温
か
な
感
動
を
届
け
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
は
参
加
者
全
員
で
万
歳
三
唱
を

行
い
、節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

合
併
20
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、未
来
へ
と
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
心
温
ま
る
式
典
と
な
り
ま

し
た
。

京丹波町幸せを感じ
豊かな心を育む人権
尊重のまちづくり条例

須知高校生による
前文の披露

こ
れ
か
ら
も

繋
い
で
い
き
た
い

京
丹
波
町
の
、

温
か
い
絆
を
　

人
と
人
が
支
え
合
う
、

優
し
い
心
を

そ
れ
が
、私
た
ち
の

目
指
す
未
来

京
丹
波
町
は
き
っ
と

輝
き
続
け
る

ふ
る
さ
と
は
私
た
ち
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ

こ
れ
か
ら
も
、ず
っ
と

京
丹
波
町
と
共
に

生
き
て
い
く

わ
た
し
た
ち
の
京
丹
波

〜
20
年
の
そ
の
先
へ
〜

「戎舞」盃に酒を注ぐ場面

表彰式

20年の歩みDVD

和知太鼓保存会による送り太鼓

「戎舞」鯛を釣り上げめでたく式典スタート

え
び
す
ま
い

は
た
け
な
か
げ
ん
い
ち

の     

だ 

す
す
む

こ   

に
し 

に
い   

な

い
し 

か
わ 

ゆ
う  

が
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町立３中学校群読

梅原好範議長による万歳三唱



野
田
進
さ
ん
は
竹
野
地
区
出
身
で
、町
の

小
学
校
・
中
学
校
・
須
知
高
校
を
卒
業
後
、京

都
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。京
都
大
学
、大

学
院
で
は
電
気
工
学
を
専
攻
し
、研
究
に
情

熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
研
究
を
重
ね
、現
在
は
京
都
大

学
特
別
教
授
と
し
て
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
学

生
や
研
究
者
の
育
成
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

野
田
進
さ
ん
は
、光
を
自
由
自
在
に
操
る

「
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
」を
用
い
た
新
た
な
半

導
体
レ
ー
ザ
ー
を
発
明
し
、国
際
的
に
も
極

め
て
顕
著
な
功
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に
近
い
日
本
人
の
一

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

野
田
進
さ
ん
挨
拶

「
京
丹
波
町
は
自
然
に
恵
ま
れ
、農
業
な
ど

が
盛
ん
な
町
で
す
。し
か
し
人
口
減
少
な
ど
の

影
響
で
い
か
に
維
持
し
て
い
く
か
が
課
題
か

と
思
わ
れ
ま
す
。そ
こ
で
我
々
が
開
発
し
て
い

る
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
て
農
業
を
し
て
い
く
。ま

た
こ
の
技
術
は
将
来
、車
の
自
動
運
転
な
ど

に
も
使
え
る
で
し
ょ
う
し
、ほ
か
に
も
応
用
が

で
き
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
研
究
を
続
け
、頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
大
変
名

誉
な
称
号
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

北尾潤さん

片山　俊明さん

南丹地区更生保護女性会
京丹波支部瑞穂ブロック代表の寺谷すま子さん

野口久之さん

寺
尾　

豊
爾

太
田　

昇

坂
本　

美
智
代

山
内　

武
夫

篠
塚　

信
太
郎

野
口　

久
之

岩
田　

惠
一

北
尾　

潤

安
井　

安
郎

山
内　

和
代

津
田　

勝
二

片
田　

泰
和

東　
　

清
子

坂
本　

貴
之

猪
阪　

身
和

西
田　

和
志

山
下　

貴
典

中
川　

和
也

一
井　

公
子

北
村　

始
子

水
嶋　

眞
弓

西
田　

光
子

上
林　

忠
雄

松
野　

堯
俊

荻
野　

義
教

山
内　

秀
文

湊　
　

友
三
郎

山
﨑　

建
男

山
内　

幸
博

西
山　

宏
明

輕
尾　

圭
造

岩
崎　

正
子

若
松　

孝
子

佐
々
木　

亜
津
子

坂
本　

章

片
山　

千
栄
子

谷　
　

敏
夫

竹
中　

成
圓

小
川　

啓
一

片
山　

睦

澤
井　

安
子

下
林　

光
代

谷　
　

碩
子

和
久
田　

正
八

友
金　

一
郎

山
内　

津
八
子

森　
　

裕
美
子

長
谷
川　

博
文

阪
内　

敏
明

梶
本　

正
德

春
田　

貢

由
良　

賀
代
子

友
金　

一
文

樋
口　

由
実

堀
川　

勝
久

寺
谷　

す
ま
子

藤
田　

道
子

鈴
木　

利
明

谷
口　

智
美

山
下　

立
男

山
内　

み
や
子

片
山　

俊
明

奥
井　

光
春

垣
田　

秀
治

白
樫　

貢

片
山　

郁
夫

上
田　

正

輕
尾　

一
雄

太
田　

英
生

山
内　

善
継

  

団
体

桧
山
地
域
振
興
会

梅
田
地
域
振
興
会

三
ノ
宮
地
域
振
興
会

質
美
地
域
振
興
会

京
丹
波
町
北
部
振
興
会

上
和
知
中
部
村
お
こ
し
委
員
会

わ
ち
西
部
元
気
づ
く
り
委
員
会

竹
野
活
性
化
委
員
会

京
丹
波
町
住
民
自
治
組
織
連
絡
協
議
会

京
丹
波
町
国
際
交
流
協
会

京
丹
波
町
地
域
学
校
協
働
本
部

丹
波
ひ
か
り
小
学
校
部
会（
み
の
り
会
）

瑞
穂
小
学
校
地
域
学
校
協
働
協
議
会

京
丹
波
町
立
和
知
小
学
校

地
域
教
育
協
議
会（
う
ら
ら
会
）

丹
波
八
坂
太
鼓
保
存
会

和
知
人
形
浄
瑠
璃
会

和
知
太
鼓
保
存
会

京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

絵
本
サ
ー
ク
ル　

き
い
ろ
い
ば
け
つ

あ
そ
び
広
場
も
こ
も
こ

京
丹
波
町
障
害
児
者
を
守
る
会

京
丹
波
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

み
ず
ほ
夕
涼
み
大
会
実
行
委
員
会

和
知
の
駅
を
守
る
会

和
知
駅
前
活
性
化
委
員
会

片
山　

山
治

西
田　

明
範

  

団
体

（
株
）京
丹
波
え
だ
ま
め
フ
ァ
ー
ム

Ｊ
Ａ
京
都
朝
採
り
部
会

南
丹
地
区
更
生
保
護
女
性
会

京
丹
波
支
部
瑞
穂
ブ
ロ
ッ
ク

京
丹
波
町
女
性
の
会

おめでとう
ございます

名
誉
町
民

広
く
社
会
の
進
歩
発
展
に
貢
献
し
、町
民
の
尊
敬
の
的
と
仰
が
れ

る
方
に
対
し
、栄
誉
を
称
え
る
こ
と
を
目
的
に
、名
誉
町
民
の
称
号

を
贈
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。初
の
名
誉
町
民
と
し
て
野
田
進
さ
ん

に
顕
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

京
都
大
学
高
等
研
究
院
特
別
教
授

兼
同
研
究
院
副
院
長

野
田
　
進
さ
ん

の         

だ                   

す
す
む
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（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表彰

善
行
者

表彰

功
績
者

表彰

自
治
功
労
者



19
日
に
は

グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
が
開
か
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
和
楽
器
デ
ュ
オ

「
音
ノ
羽
」の
演
奏
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

ピ
ア
ノ
奏
者
の
元
岡
衛
さ
ん
を
加
え

た「
T
A
G
A
」の
ス
テ
ー
ジ
や
、和

太
鼓
集
団「
鼓
童
」の
名
誉
団
員
で

あ
る
藤
本
吉
利
さ
ん
と
容
子
さ
ん

か
ら
な
る「
二
人
行
脚
」に
よ
る
歌

と
太
鼓
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
20
周
年
特
別
ユ
ニ
ッ
ト
と

し
て
丹
波
地
区
・
瑞
穂
地
区
・
和
知

地
区
そ
れ
ぞ
れ
で
守
り
受
け
継
い
で

き
た
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、力
強
い
音

が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

マ
ル
シ
ェ
で
食
を
堪
能
し
、音
楽

で
心
を
弾
ま
せ
る
。秋
を
満
喫
す
る

特
別
な
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

茨
城
県
笠
間
市

「
元
祖
絞
り
た
て
モ
ン
ブ
ラ
ン
」

茨
城
県
笠
間
市

「
元
祖
絞
り
た
て
モ
ン
ブ
ラ
ン
」

全
国
モ
ン
ブ
ラ
ン
大
会
優
勝

ふ
じ
も
と

も
と
お
か
ま
も
る

よ
し
か
ず

よ
う  

こ

に   

に
ん 

あ
ん 

ぎ
ゃ

10
月
18
・
19
日
、丹
波
自
然
運
動
公
園
で「
京
丹
波
マ
ル
シ
ェ

2
0
2
5
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。合
併
20
周
年
を
記
念
し
て
、京
丹

波
町
の
食
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
ブ
ー
ス
が
並

び
、２
日
間
で
約
２
万
３
千
人
が
訪
れ
、に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

18
日
に
は「
全
国
モ
ン
ブ
ラ
ン
大
会
2
0
2
5
」が
開
催
。全
国
の

栗
産
地
と
交
流
を
深
め
、栗
の
文
化
継
承
の
た
め
に
行
わ
れ
た
本
大

会
に
出
さ
れ
た
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、大
行
列
が
で
き
る

人
気
ぶ
り
で
し
た
。

7
種
類
の

モ
ン
ブ
ラ
ン
が
登
場
！
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京丹波マル シェ2025 18・19
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京丹波町にお住いの皆さんが健やかで幸せに「健幸」で暮らせるように・・・。
国保京丹波町病院では、病気になる前の「予防医療」を大切に
病気を患ってからもその人なりに幸せに暮らせるよう「地域包括ケアシステム」を
充実し町民一人ひとりの健幸Wellness―ウェルネス―を目指しています。

一口に「便秘」と言っても、その原因やタイプは人

によって異なります。自分の便秘の種類を知ること

は、適切な対策を取るうえでとても大切です。便秘

は大きく「機能性便秘」と「器質性便秘」に分
けられます。

まず、最も多いのが機能性便秘です。これは腸や

肛門に明らかな病気がないにもかかわらず、腸の動

きや便の通り方に問題があるタイプです。さらに、

いくつかのタイプに分けられます。

一つ目は弛緩性便秘

腸の動きが弱く、便を押し出す力が不足して起こ

ります。運動不足や食物繊維・水分の不足、高齢者

に多いのが特徴です。便が硬く、出すのに時間がか

かり、残便感を伴うことがよくあります。

二つ目はけいれん性便秘

ストレスや不規則な生活が原因で腸の動きが過

剰になり、便の通り道がけいれんを起こすタイプで

す。コロコロとした硬い便が出たり、腹痛を伴った

りするのが特徴です。排便後もすっきりしないこと

が多く、若い世代や精神的な緊張が強い人に多く

見られます。

Wellnessコラム

新型コロナが発生し5年が経過しました。

一時の感染症かと思われましたが、その後も季

節的な流行が繰り返されるようになっています。

最近の状況では、新型コロナは2月と8月の年2

回流行がある感染症として落ち着きつつあります。

また、インフルエンザは例年冬場、大体12月～

翌年1月に流行をみることが多いですが、お互いの

感染症はウイルス干渉などもあり、同時に流行す

ることは少ないようです。

さて、そのインフルエンザですが、今年は例年よ

り早く10月ごろから流行期を迎えています。例年

よりは1カ月以上早く流行し始めているわけです

が、収束するのも例年より早いか、というとそれは

まだ未知数のようです。

対策としては今まで通り、手洗いやうがいなどの

日常生活での注意と予防注射ということになりま

すが、京丹波町病院でもインフルエンザ、コロナウ

イルス、それぞれの予防注射が10月から始まって

います。

今年も接種を検討されている方は、例年より早

めに接種されるのもいいかもしれませんね。

かき     た               ひで    はる

垣田　秀治院長

院 長 先 生 の

い き い き 健 康 術

便秘の種類
～自分のタイプを知ることが改善の第一歩～
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～健幸～生き活きウェルネスコーナー

けん こう

インフルエンザと
新型コロナウイルス感染症

内科専攻医

坂本　佳織　医師
さか もと　　　 か   おり

三つ目は直腸性便秘

便意を我慢する習慣が続くこ

とで、直腸の感覚が鈍くなり、便

がたまっても出にくくなるタイ

プです。忙しい人や高齢者に多

く見られます。トイレのタイミン

グを逃さないことが予防につな

がります。

一方、器質性便秘は、大腸がんや腸閉塞など、腸

の構造そのものに異常があるタイプです。急に便秘

になったり、血便や体重減少を伴う場合は、この可

能性があるため早急に医療機関を受診する必要が

あります。

便秘は種類によって対策も異なります。自分のタ

イプを知り、食事・運動・ストレスケアをバランスよ

く取り入れることが、快適な“お通じ”への近道で

す。腸と向き合うことは、体全体の健康を見つめ直

すことでもあるのです。

予防接種を受けよう

国保京丹波町病院　水曜日の総合内科外来
和知診療所　月曜日、木曜日の総合内科
一般外来担当

し    かん  せい



京丹波町では、体育・スポーツの普及振興、競技力の向上に資するため、体育・スポーツの健全な普及、
発展に貢献した方もしくは団体、並びにスポーツに関し優秀な成績をおさめられた方、もしくは団体を、ま
た文化の振興と発展を図ることを目的に、文化の向上発展に寄与し、特に顕著な功績をあげた方、もしく
は団体を表彰することとしています。
下記の事項に該当する場合は、教育委員会または丹波・瑞穂教育分室にて所定の推薦調書をお取り寄
せの上、期日までにご提出ください。

◆表彰の区分および推薦の基準
表彰の区分および被表彰者・団体に係る推薦の基準は、次のとおりです。ただし、過去において同一の理由により
功労賞の表彰を受けたものは除きます。

次の各号に該当するもの。
①おおむね15年以上にわたって、優秀な選手の育成に努めその功績大なるもの。
②おおむね15年以上にわたって、体育・スポーツの普及、振興および発展に顕著な功
績をおさめたもの。
③おおむね15年以上にわたって、競技審判・競技運営などの分野において役員として
貢献し、功績のあったもの。
④体育・スポーツの振興に係わる学術研究などに功績のあったもの。

次の各号に該当する者および団体。
①令和7年（令和7年1月1日から令和7年12月31日までの期間をいう。以下同じ。）に
開催された権威ある全国競技会、近畿競技会および京都府競技会において、上位
の成績をおさめたもの。
②令和7年において優れた技術並びに技量をもち、全国または府内で優秀な成績をお
さめたもの。

※全国大会＝入賞以上、近畿大会＝準優勝以上、京都府大会＝優勝
（種目、競技人口などによって一概に当てはまるものではありませんので、表彰に値すると思
われるものがあれば、ご推薦願います。）

高校生以下の者または高校生以下の者で構成される団体で、令和7年に開催された
近畿競技会および京都府競技会において、上位の成績をおさめたもの。
※近畿大会＝入賞以上、京都府大会＝入賞以上
　優秀賞に該当する成績は、優秀賞にて表彰を行う。

前述の功労賞および優秀賞において、特に顕著な功績や成績をおさめたもの。
　
令和7年において顕著なスポーツ活動または活発な地域スポーツの振興を行い、他の
団体や地域の模範となったもの。

表彰の基準（いずれか一つに該当すること）表彰の種類

功 労 賞

優 秀 賞

輝 き 賞

特 別 栄 誉 賞

スポーツ奨励賞

◆文化の定義
文化とは学術（自然科学、人文科学）、芸術（文芸、美術、音楽、舞踊、演劇、書道、写真、工芸、建築など）および教育
（学校教育、社会教育。ただしスポーツは除く）とします。

◆表彰の区分および推薦の基準
表彰の区分および被表彰者・団体に係る推薦の基準は、次のとおりです。

①学術、芸術もしくは教育にかかる全国規模の展覧会、発表会などにおいて、特に優
れた評価を受けた個人または団体。
②学術、芸術もしくは教育にかかる業績が、町の文化の向上と発展に貢献し、その功
績が顕著である個人または団体。

①学術、芸術もしくは教育にかかる全国規模の展覧会、発表会などにおいて、特に優
れた評価を受けた個人もしくは団体の指導および育成に努めた指導者または育成
団体。
②学術、芸術もしくは教育について、おおむね15年以上にわたり個人もしくは団体の
指導および育成に努め、その功績が顕著である指導者または育成団体。
③学術、芸術もしくは教育について、おおむね15年以上にわたり取り組んだ業績が、
町の文化の向上と発展に貢献し、その功績が顕著である団体。

学術、芸術もしくは教育について、おおむね15年以上にわたり取り組んだ業績が、町
の文化の向上と発展に貢献し、他の者の模範となった個人。

①学術、芸術もしくは教育にかかる京都府もしくは近畿圏規模の展覧会、発表会など
において、特に優れた評価を受けた個人または団体。
②学術、芸術もしくは教育にかかる業績が、町の文化の向上と発展に貢献し、その功
績が優れたものである個人または団体。

学術、芸術もしくは教育にかかる京都府もしくは近畿圏規模の展覧会、発表会などに
おいて、特に優れた評価を受けた、もしくは同等の成果をあげた幼児、児童または生
徒もしくは学校。

表彰の基準（いずれか一つに該当すること）表彰の種類

文 化 賞

文 化 功 労 賞

文 化 精 励 賞

文 化 奨 励 賞

輝 き 賞

◆被表彰者の要件
次に掲げるいずれかの者とします。
①京丹波町内に在住する者
②京丹波町内に在所する事業所もしくは、学校に勤
務または在学する者

③京丹波町内に事務所を有する団体もしくはこれに
所属する者（町スポーツ賞）

④京丹波町内に所在する文化活動団体など（町文化賞）

◆対象期間
令和7年1月1日から令和7年12月31日まで

◆推薦調書提出期限
令和8年1月16日（金）まで（必着）
※推薦内容が確定している場合は、事務の都合上、恐れ入
りますが速やかに推薦調書をご提出ください。

◆推薦調書提出先
教育委員会または丹波・瑞穂教育分室

◆被表彰者の決定
町スポーツ賞：町スポーツ賞選考委員会で選考し決定
町 文 化 賞：町文化賞選考委員会で審査し、教育

委員会が決定

　問：教育委員会社会教育課　℡84－0028

京丹波町スポーツ賞

京丹波町文化賞

両賞共通事項
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表彰推薦
「令和7年 京丹波町スポーツ賞・文化賞」



京丹波町図書館 12月のイベント

京丹波町図書館

イベント情報 https://www.town.kyotamba.kyoto.jp/kakukakarasagasu/
kyoikuiinkai_shakaikyoikuka/gyomuannai/library/8279.html

◀
京丹波町
図書館イベント
情報はこちら

日曜は、こだち図書以外休館です。また、月曜、祝日および毎月最終木曜日は、全館休館です。その他、臨時休館などのお知らせは、京丹波あんしん
アプリで配信します。

イベント 京丹波町図書館への問合せ

中央館（京丹波町中央公民館2階）
午前9時～午後5時　℡0771-82-0255

こだち図書（役場本庁舎1階交流ラウンジ内）
火・水・金　午前9時～午後7時　
木・土・日　午前９時～午後5時　℡0771-82-3850

瑞穂分館（山村開発センターみずほ１階）
午前9時～午後5時　℡0771-88-0506

和知分館（和知ふれあいセンター1階）
午前10時～午後6時　℡0771-84-2081

☆大人のためのおはなし会　和知分館
12月17日（水）　午後2時～
むかしばなしや紙芝居など、大人向けのおはなし会を行います。
☆こだちのクリスマス　こだち図書
12月20日（土）　午前10時30分～11時30分
きいろいばけつさんのおはなし会+こども合唱団の発表が
あります。
☆ちいさいこのおはなし会　中央館
12月24日（水）　午前10時30分～11時
手遊びや紙芝居、絵本の読み聞かせなどを行います。

「65人のこどものはなし」
光村図書出版編集部 編／光村図書出版

誰にも、大切な「こども時代」が
あります。まっすぐに毎日を生きて、
心と体で世界にぶつかって、何かに
夢中になったり、時にさびしかった
り…。そんな"宝物の日々"を、さま
ざまな分野の書き手たちがつづっ
たエッセイ集です。あなたの中にい
る「こども」に会いに来て下さい。

「声の専門医が教える のどトレ」
渡邊 雄介 監修／宝島社

実は「のど」は心臓や肺と同じぐ
らい大切な器官だと知っていまし
たか？のどが担っている重要な役割
から声の仕組みなどをわかりやすく
図解。さらに、いまよりもっときれい
な声を手に入れたい方のために、美
声を手に入れる応用編の「のどト
レ」を紹介しています。

おすすめの本
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新しい本

10月26日（日）
●「こだちdeブックトーク」
ゲストを迎えて「山城」、「絵
本」のテーマについてブック
トークを開催しました。
●「本のリサイクル市」
図書館で役目を終えた本を
無料で配布しました。

読書月間のイベントを開催しました。

①消費者対応に問題がある販売業者や消費者トラブルを発生している販売業者が、後払い決
済サービスの加盟店になっている場合がある。
②販売業者との間にトラブルが生じても、後払い決済サービス事業者が積極的に事実確認を
含めた対応を行わない場合がある。
③悪意のある第三者が、消費者の氏名、住所、電話番号を悪用して商品購入に利用する
　事例が見られる。

●申し込む前に、料金や契約条件を確認し、申込画面はスクリーンショットを撮り
ましょう。
●後払い決済サービスは、クレジットカード番号を販売業者に伝えないですむの
で気軽に利用しがちですが、契約する際には慎重に検討しましょう。
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くら し の ガ イ ド

京丹波町では、消費生活に関する相談や情報提供をお受けしています。
※メールでの相談はお受けしていません

相談日：水・木曜日
午前9時30分～午後4時

京丹波町住民課内　℡：0771－82－3803　

相談日：月・火・金曜日
午前9時～午後4時

南丹市商工課内　℡：0771－68－0100　

一人で悩まず
気軽に利用
してください。

相談される曜日で
連絡先を

ご確認ください。

『消費生活相談窓口』

後払い決済サービスのトラブル増えてます
後払い決済サービスとは？
頼んだ商品が手元に届いた後にコンビニエンスストアや郵便局などで代金を
支払うサービスです。主にインターネット通販やテレビショッピングなどの通信
販売で使われています。

後払い決済サービスの問題点

相談事例１

定期購入を解約した
のに事業者からコン
ビニ払いの請求書が
送られてくる。

相談事例2

インターネット上で自動車教習所の説明を聞いて
申し込んだ。翌日辞退したのに「規定により解約で
きない」と言われて全額の後払い決済の請求書が
送られてきた。契約書の支払い方法にはクレジット
カード、ローン、振込しか記載がない。

相談事例3

購入した覚えのない
商品のコンビニ払い
の支払い請求書が
突然送られてきた。

3年で3倍

トラブルにあわないためには？

●まずは販売業者と話し合いましょう。
●販売業者の対応に問題がある場合は、後払い決済サービス事業者にも連絡しましょう。

トラブルにあってしまったら？

図書館の本は、みなさんの大切な財
産です。書き込みをしないで下さい。
汚れ、破れを発見された場合は、そ
のままの状態でカウンターにお伝え
ください。職員が修理します。

本を大切に
扱ってください。
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交流を深めて、安全・安心の輪を広げましょう

Kansai
University

Series 44
っほ と安心　　 便り

京丹波町の「安全・安心まちづくり」を支援している
関西大学社会安全学部の取組を随時お伝えします。

自主放送チャンネルにおける「安全・安心プロジェクト」。ご縁ができてから、今年で10年目になります。
今では京丹波町のあちこちで、大学生がお世話になる機会が増えてきました。

2025年度新番組シリーズ
「マジっすか京丹波」
京丹波町の魅力をたずねながら
安全・安心のまちづくりに

学生から熱いエールを贈っています。
シリーズの第２回は

和知川で「鮎捕り」に挑戦しました！

蒲生野区
敬老祝賀会
だるまの

折り紙で

交流しました。

上乙見区の田楽踊りにも挑戦

桧山地区
防災運動会
ぼうさい

体操を披露！
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税・案内
お知らせ版広報

京丹波

町税などの納期限

納期限：12月1日（月）
●国民健康保険税（普通徴収・第8期分）
　問：税務課　℡82－3802

●後期高齢者医療保険料（普通徴収・第5期分）
　問：住民課　℡82－3803

●介護保険料（普通徴収・第6期分）
　問：福祉支援課　℡82－1800

●水道料金11月分（10月使用分）
●下水道使用料11月分（10月使用分）
　問：上下水道課　℡83－9105

納税は納期限までに済ませましょう。納期限を過ぎ
ると、督促手数料および延滞金が加算されます。なお、
未納の税で納期限から一定期間経過したものは、広域
連合「京都地方税機構」において徴収業務を行います。

平日の日中に来庁が困難な方は、この機会をご利用
ください。
●窓口開設日
住 民 課　12月4日（木）、18日（木）
瑞穂支所　12月11日（木）
和知支所　11月27日（木）、12月25日（木）

※毎月第1・3木曜日に住民課、第2木曜日に瑞穂支所、第
4木曜日に和知支所で開設（祝日除く）。
●開設時間　午後5時30分～午後7時
●取扱内容　
・マイナンバーカード交付
・マイナンバーカード電子証明書更新、暗証番号初期化
・証明書交付（住民票の写し、住民票記載事項証明書、
印鑑登録証明書）
・印鑑登録
※原則予約不要。ただし、マイナンバーカード交付通知書
（はがき）に記載の交付場所と異なる窓口でのカード交
付を希望される方は、開設日の前々日（閉庁日除く）ま
でに予約してください。

※マイナンバーカードの関係事務は、本人の来庁に限ります。
※マイナンバーカード交付申請サポートは行なっていま
せん。申請サポートを希望される方は、平日の開庁時間
内（午前8時30分～午後5時15分）に住民課または支所
へお越しください。

※広域交付住民票、戸籍関係、税関係の証明書などは発
行できません。

※住民異動届（転入・転出など）や健康保険の届出、町税
の納付などはできません。

問・予約：住 民 課　℡82－3803
瑞穂支所　℡86－0150
和知支所　℡84－0200

マイナンバーカード等交付夜間窓口

可燃ごみ(生ごみ)収集日
1日（月）、4日（木）、8日（月）、11日（木）、15日（月）、18日（木）、22日（月）、25日（木）、29日（月）

丹波地区1
丹波地区2
丹波地区3
丹波地区4
瑞穂地区1
瑞穂地区2
瑞穂地区3
瑞穂地区4
和知地区1
和知地区2
和知地区3

ビニール類
ペットボトル
紙パック／雑がみ
ダンボール／新聞・雑誌

ビン／ガラス
陶磁器類／電池

金属／家電
アルミ
粗大ごみ

有害ごみ
蛍光灯
鏡ほか

1日（月） 11日（木）22日（月） 9日（火）

5日（金） 15日（月）25日（木） 10日（水）

1日（月） 11日（木）22日（月） 5日（金）

5日（金） 15日（月）25日（木） 2日（火）

17日（水）

24日（水）

17日（水）

24日（水）

̶

̶

̶

̶̶

3日（水）
4日（木）
1日（月）
2日（火）
8日（月）
9日（火）
12日（金）
15日（月）

12月のごみ収集日のご案内　̶ 混ぜればごみ 分ければ資源 資源を大切に ̶

収集日当日の午前8時30分までに指定の集積場へ出してください。

人権週間

12月4日（木）～10日（水）は「人権週間」、12月10日
（水）は「人権デー」です。
すべての人が大切にされる社会をつくるため、わた

したち一人ひとりにできることを考えましょう。
　京丹波町・京丹波町教育委員会
京丹波町人権啓発推進協議会

おしらせ

行政事務標準文字導入のご案内
自治体が各種証明書や郵送物で使用する文字が標準化されます

Q

A

標準化で何が変わるのですか？
すべての自治体が同じ文字を使い行政事務を効
率化するため、住民票の写しや自治体がみなさ
まへ発送する郵送物の宛名などに用いる文字が
今までと違ったデザインになる場合があります。

Q

A

行政事務標準文字とは何ですか？
「行政事務標準文字」は、すべての自治体が同じ
文字を使うことによって効率的な行政サービス
の実施や大規模災害への迅速な対応ができる
よう、導入するものです。戸籍や住民票で使用さ
れている標準的な文字をもとにデジタル庁が作
成しました。

Q

A

今までの漢字は使えないのですか？
行政事務標準文字は、自治体が発行する証明書
や印刷物、コンピューター処理などで使われる
ものであって、住民の方が同じ文字を使用しな
ければならないというものではありません。な
お、戸籍では従来の文字を保持し続けます。（※１）
書類などに使う文字は、手書きの文字であれば
これまで通りに使えます。コンピューターから入
力する文字は行政事務標準文字を利用すること
になります。
※１ 戸籍情報システムおよび戸籍附票システムは、従
来の文字セットを行政事務標準文字と対応させ
て保持することで従来の文字セット、文字コード
および文字フォントを使用することを経過措置と
して可能とします。

Q

A

いつから変わるのですか？
令和７年度から順次導入されます。導入開始
時期や、対象となる証明書や郵送物の種類
は、自治体により異なります。

Q

A

どのように変わるのですか？
部首の大きさ、曲げ跳ねの違い、一部の長さの
違いなど、デザインの差（「字形」の違い）の範
囲内で変わる場合があります。漢字の骨組み
（「字体」 の違い）は変わりません。

字体は同じだが、字形（デザイン）が変わる例

文字構成要素の
大きさの違い

文字構成要素内の
画の長さの違い

文字構成要素内の
曲げ止めと曲げ跳ねの違い

文字構成要素内の
画と画の接触、非接触の違い

京丹波町は、令和７年１２月中旬から
順次導入していきます。

現在、国では法律（※2）に基づき、これまで各自治体が個
別に構築・運用・管理してきた業務システム（※3）の統
一・標準化を進めています。その際、文字についても、
これまで各自治体がコンピューターにあらかじめ登録
されていない文字として独自に作成してきた文字（外
字）ではなく、デジタル庁で作成した統一文字規格であ
る「行政事務標準文字」を導入することが原則とされて
います。これにより、各自治体が個別に外字を作成した
り確認したりする手間やコストを省き、異なる部署間・
自治体間においても同じ文字規格で効率的な行政
サービスが実施できるようになります。
※２ 地方公共団体情報システムの標準化に関する法律（令和
３年法律第40号）

※３ 対象システム以下の20業務のシステム
①児童手当、②子ども・子育て支援、③住民基本台帳、
④戸籍の附票、⑤印鑑登録、⑥選挙人名簿管理、⑦固定
資産税、⑧個人住民税、⑨法人住民税、⑩軽自動車税、
⑪戸籍、⑫就学、⑬健康管理、⑭児童扶養手当、⑮生活
保護、⑯障害者福祉、⑰介護保険、⑱国民健康保険、⑲
後期高齢者医療、⑳国民年金（④戸籍の附票、 ⑪戸籍
に関しては、従来の文字を保持し続けます。 ）

さらに詳しく知りたい方は
デジタル庁ホームページへ　　　
https://www.digital.go.jp/
policies/local_governments/
character-specification
問：デジタル政策課　℡82－3821
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【京丹波町病院】℡86－0220

【京丹波町病院質美診療所】℡86－0586

※都合により担当医師が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

○受付時間：（初診）午前8時30分～11時30分　（再診）午前7時～11時30分
○診察時間：午前9時～（午後の内科予約診察、皮膚科、第2火曜日の精神神経科は上記表記載のとおり）
○急患の場合、必ず事前の連絡をお願いします。
○○受は受付時間、○診は診察時間

○診察日は、毎週木曜日の午後です。 ○受付時間：午後1時～3時30分 ○診察時間：午後1時30分～4時

○診察時間：午前9時～正午／午後1時～4時30分
○予約での診察になりますので、事前に電話連絡をお願いします（急患の場合も含む）。

藤田凱斗
（総合内科）

第2土曜日
中嶋　諒（総合内科）高木優大

（府立医大／
循環器）

横井大祐
（府立医大北部
医療センター／
総合内科）

坂本佳織
（総合内科）

北井順也
（府立医大／
膠原病・リウマチ）

垣田秀治
（総合内科）

第4土曜日
藤田凱斗（総合内科）
第4土曜日
垣田秀治

（総合内科）

垣田秀治
（総合内科）

垣田秀治
（総合内科）

中嶋　諒
（総合内科）

中嶋　諒
（総合内科）

竹浦信明
（府立医大）

奇数週 北井順也
偶数週 井上弘之
（府立医大／
膠原病・リウマチ）

井上弘之
（府立医大／
内分泌・膠原病）

担当医 山岡延樹
（消化器） 担当医担当医

担当医 渡辺和徳
（府立医大）

横田侑紀
（府立医大）

熊澤慶大
（府立医大）

第1木曜日
足立尚弥（福知山市民）
第3木曜日

荒田健太（福知山市民）

熊澤慶大
（府立医大）

第2火曜日
石川雅裕（東舞鶴医誠会）
（○受：午後1時～2時30分
○診：午後1時30分～）

精神神経科
（物忘れ外来）

（第2火曜日・第2土曜日）

小児科予防接種
（予約制）

小児科

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

皮膚科
（第1・第3木曜日）
（○受：午後1時～3時30分
○診：午後2時45分～）

整形外科

外科

予約診察
（午後）

（○診：午後1時～）

予約診察
（午前）

一般外来

内
　
科

中嶋　諒
（総合内科）

藤田凱斗
（総合内科）

前田武昌
（消化器）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
総合内科

小藤和孝
（明治国際医大）

飛鳥暉昌
（府立医大）

第2土曜日
竹下直樹（府立医大）
第4土曜日

井上　聡（府立医大）
第2土曜日

竹下直樹（府立医大）
第4土曜日

井上　聡（府立医大）

第2土曜日
石川雅裕

（東舞鶴医誠会）

院長＝垣田秀治

所長＝藤田凱斗

藤田凱斗

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

歯　科 担当医 担当医

土曜日

担当医三浦博人 三浦博人
濵岡秀樹

【京丹波町病院和知診療所】℡84－1112

○受付時間：午前8時30分～11時30分(受付順番表は午前7時から記入できます。）
○診察時間：午前9時～（毎週月曜日の夜間診察、火曜日午前外科の診療時間は上記表記載のとおり）
○夜間診察（内科）の受付時間：午後3時～6時30分（毎週月曜日（祝日を除く））

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内科
（午前）

所長＝庄林　智

庄林　智
（外科一般）

前田武昌
（外科一般）
（午前10時～）

林　大智
(明治国際/
整形外科）

中嶋　諒
（総合内科）

藤田凱斗
（総合内科）

内科
（夜間診察）

外科・整形外科
(午前）

木田祐之朗
（府立医大/
内分泌・膠原病）

担当医
（午後5時30分～）

坂本佳織
（総合内科）

坂本佳織
（総合内科）

【京丹波町病院和知歯科診療所】℡84－1154 所長＝三浦博人

濵岡秀樹

各施設の敷地内は全面禁煙となっております。ご理解とご協力をお願いいたします。

町立医療施設の診療体制 令和7年11月1日現在

・

国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です

交通事故などにあったときは
「第三者行為による傷病届」の手続きを

人間ドック助成の申請期限

今年度中（令和8年3月末まで）の受診を希望される方
は、申請期限までに住民課または支所へ助成の申請をし
てください。
対象は年度内に住民健診（がん検診含む）や個別健診

を受診していない以下の方です。
・国民健康保険に加入の方
（申請時点で国民健康保険に引き続き1年以上加入
しており、国民健康保険税を完納している世帯の方）
・後期高齢者医療制度に加入の方
（後期高齢者医療保険料を完納している方）

●指定医療機関
・国保京丹波町病院
・京都中部総合医療センター
・明治国際医療大学附属病院
・綾部市立病院
・市立福知山市民病院
・京都第一赤十字病院
・京都第二赤十字病院
※助成の申請前に受診を希望される指定医療機関に、
ご自身で予約をお願いします。

　問：住民課　℡82－3803

日本年金機構から、「社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」が対象者宛てに送付されていますので、大切
に保管し、年末調整や確定申告の際にご使用ください。
また、マイナポータルから「ねんきんネット」にログイ

ンし、電子送付希望の登録を行うと、e-Taxで利用でき
る電子データを受け取ることができます。（電子送付希
望の登録後は、書面の郵送は停止されますが、郵送より
も早く受け取ることができます。）

※電子送付についての詳細や、そのほか
「社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」に関する概要、よくあるご質
問（Ｑ＆Ａ）などは、日本年金機構ホー
ムページをご覧ください。

　問：住民課　℡82－3803
ねんきん加入者ダイヤル（ナビダイヤル）
℡0570－003－004

郵送

電子送付

郵送

電子送付

令和7年10月1日
から令和7年12
月31日までの間
に国民年金保険
料を納付された
方（①の対象者は
除きます。）

令和7年1月1日
から令和7年9月
30日までの間に
国民年金保険料
を納付された方

①

②

対象者 送付時期

令和7年10月下
旬から11月上旬
にかけて順次

令和7年10月中
旬から10月下旬
にかけて順次

令和8年2月上旬

令和8年1月下旬
から順次

ホームページは
こちら

交通事故など、第三者の行為によってケガや病気を
した際の医療費は、原則として加害者が負担すべきも
のですが、国民健康保険で医療を受けることもできま
す。この場合、国民健康保険は、加害者に代わって医療
費を一時立て替え、後で加害者に費用を請求すること
になります。
ただし、加害者との話し合いにより示談が成立する

と、示談の内容が優先されるため、国民健康保険が医
療機関に支払った医療費を加害者に請求できなくな
ることがあります。その場合は、被害者へ請求いたし
ますのでご注意ください。示談の前に必ず住民課保険
年金係まで届出をしてください。
●届出に必要なもの
・交通事故証明書
・第三者行為による傷病届
・事故発生状況報告書
・同意書
・資格確認書または資格情報のお知らせ

問：住民課　℡82－3803

毒物劇物危害防止運動実施中

毒物や劇物は、私たちの身近な場所で農薬・燃料な
どとして使用されています。取り扱いを間違えると吸引
や接触によって中毒になるなど、人体への影響が大き
いため十分な注意が必要です。毒物や劇物を取り扱う
際には、次のことを守りましょう。
・正しい使用方法を確認しましょう。
・保管場所には、「医薬用外毒物」または「医薬用外劇
物」と表示しましょう。

・盗難、紛失を防止しましょう。
・万が一盗難、紛失した場合は、すぐに警察に届け出ま
しょう。

・決められた方法で廃棄しましょう。

　問：京都府南丹保健所環境衛生課衛生・検査係
℡0771－62－4754

令和7年度人間ドック助成の申請期限は
12月26日（金）です。
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子育て

●1歳6か月児健康診査［令和6年4月22日～6月16日生］
12月16日(火)午後　瑞穂保健福祉センター
●2歳児健康診査［令和5年5、6月生］
12月9日(火)午後　瑞穂保健福祉センター
●妊婦・乳幼児相談［妊婦、生後1歳ごろまで］
12月4日(木)　午前10時　京丹波町子育て支援センター
【持ち物】母子手帳、バスタオル
●離乳食教室前期（要予約）［妊婦、生後6カ月ごろまで］
12月17日（水）　午前9時45分　瑞穂保健福祉センター
【持ち物】母子手帳、エプロン、三角巾、マスク、バスタオル
●ベビーマッサージ（要予約）［生後2カ月～6カ月ごろまで］
12月12日(金)　午前10時　京丹波町子育て支援センター
【持ち物】母子手帳、バスタオル、着替え
※当日参加の事業については、事前に
　お問い合わせください。
※妊産婦、新生児、乳幼児の電話・
　訪問相談を随時実施しています。

問・予約：健康推進課　℡86－1800

12月のすくすくカレンダー

インスタグラムは
こちら

［子育て支援ルーム開放日］
●京丹波町子育て支援センター
日　　時　火・木・金曜日　午前9時30分～午後2時30分

［にこにこひろば］
●Xmas壁掛けアレンジ
日　　時　12月5日（金）　午前10時～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター
参 加 料　500円 
定　　員　10組（定員になり次第締切）

●木育～キャンドルアレンジメント～
日　　時　12月18日（木） 午前10時～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター
参 加 料　無料
定　　員　10組（定員になり次第締切）

［のびのびこそだて］（0、1歳児保護者対象）
●子どもの食べる力を育てよう
日　　時　12月16日（火）　午前10時～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター
参 加 料　無料 
定　　員　10組（定員になり次第締切）

［おひさまひろば］(2歳児対象親子通所事業)
日　　時　12月2日(火)、9日(火)

午前9時30分～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター

［きらきらひろば］(0、1歳児対象親子通所事業)
日　　時　12月11日(木)　午前10時～11時
場　　所　京丹波町子育て支援センター

※随時参加を受付中。対象者登録制となりますので詳細は
　京丹波町子育て支援センターまで。
※年末年始のお休みについて
　京丹波町子育て支援センターの開放は、12月26日（金）から
1月6日（火）までお休みします。
来年は1月8日（木）から開始します。

　問・申込
京丹波町子育て支援センター
（京丹波町豊田シミ98番地）
℡090－1892－2774（直通）

子育てるんるん
カレンダーはこちら

京丹波町子育て支援センターからのお知らせ

12月の発達相談

お子さまのことで気になることなどがありましたら、
お気軽に健康推進課までお問い合わせください。
●すくすく相談（作業療法士） 12月3日（水）午後
 12月17日（水）午後
●たんぽぽ相談（臨床心理士） 12月16日（火）午前
 12月19日（金）午前・午後
●いちご相談（言語聴覚士） 12月15日（月）午前・午後
●ひよこ相談（医師） 12月5日（金）午前
●思春期相談（公認心理師） 12月17日（水）午後
※無料、要予約
※日時のお問い合わせは健康推進課まで

問・予約：健康推進課　℡86－1800

オンライン里親相談会

京都府では、さまざまな事情により家庭で生活でき
ない子どもを育ててくださる里親の募集をしていま
す。里親の登録や里親制度について関心のある方を対
象とした個別のオンライン相談会を実施しています。
●日時　毎月第3金曜日

午後1時～4時（1人約30分）

問：京都府家庭支援総合センター
℡075－531－9650

詳しくはこちら

こどもの居場所づくり学習会

京丹波町母子寡婦福祉会では、町内にお住まいの
ひとり親家庭、または学習支援が必要な小学1年生か
ら6年生までを対象に学習会を開催します。
母子寡婦福祉会の会員・非会員は問いません。

●時　間　午前10時～11時30分
●場　所　京丹波町中央公民館２階
●参加料　無料
●持ち物　筆記用具、宿題や教材、飲み物

問・申込：福祉支援課　℡82－1800

開催日
12月13日（土）
12月27日（土）

申込期日
12月  5日（金）
12月19日（金）

11月30日は「年金の日」です

ご自身の年金記録や年金見込額を確認し、将来の
生活設計について考えてみませんか。
「ねんきんネット」では、パソコンやスマートフォン
からいつでもご自身の年金記録を確認できるほか、
ご自身の年金記録からさまざまな条件を設定した上
で、年金見込額の試算をすることもできます。
詳しくは、日本年金機構ホームページ

をご覧ください。
●日本年金機構ホームページ
（ねんきんネット）
https://www.nenkin.go.jp/n_net/

問：住民課　℡82－3803
ねんきん加入者ダイヤル　℡0570-003-004

いいみらい

ホームページは
こちら

認可外保育施設、ファミリー・サポート・センター事業などを利用されている皆さまへ
幼児教育・保育の無償化に係る施設等利用給付認定の申請

令和元年10月から、幼稚園・保育所などを利用する3～5歳児クラスの子ども、
および0～2歳児クラスの住民税非課税世帯の子どもの利用料が無償化されてい
ます。その他に、認可外保育施設、ファミリー・サポート・センター事業などを利用され
ている方が無償化を受けるためには、認定申請書を提出し、京丹波町から保育の必要
性の認定【施設等利用給付認定２号・３号】を受ける必要があります。
※「保育の必要性の認定」の要件については就労などの要件（こども園の利用と同等
の要件）があります。

施設等利用給付認定の区分および対象利用施設
区分
新1号

新2号

新3号

対象児童
満3歳以上（下記新2・3号に該当しない）
保育の必要な理由に該当する3歳児以上
（3歳の誕生日を迎えた後の4月以降）
保育が必要な理由に該当する0歳から2歳児

（住民税非課税世帯に限る）

上記に加え、認定こども園（幼稚園部分）の一時預
かり事業、認可外保育施設、病児保育、ファミリー・
サポート・センター事業

対象利用施設
私学助成対象の私立幼稚園

問：子育て支援課　℡82－1394

京都丹波子育て応援フェスタ

京都丹波地域の子育て・子育ちを応援するイベント「京
都丹波子育て応援フェスタ」（主催：京都丹波子育て文化推
進協議会）が開催されます。親子や家族でご参加ください。
●日　　時　12月13日（土）

午前10時30分～午後3時30分
●場　　所　ガレリアかめおかコンベンションホール、

響ホール　ほか
●主な内容　バルーン（風船）ショーや子ども向けミニ

コンサートなどのステージ発表、ものづく
り・体験ブース（STEAM教育体験）、物販
コーナー　ほか

●対　　象　京丹波町・南丹市・亀岡市に在住の子育
て中の家庭など

※保育ルームが利用できます（11月25日（火）までにお申
し込みが必要です）。

問：京都府南丹保健所福祉課　℡0771－62－0361

11月は児童虐待防止推進月間です

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。

出産や子育てに悩んだときは、児童相談所（京都府
家庭支援総合センター）や市町村の窓口へお気軽にご
相談ください。

相談窓口
健康推進課こども家庭センター　℡86－1120
京都府家庭支援総合センター　℡075－531－9900

189　気づいてあげて　そのサイン
イチハヤク

認定を受けていない場合、
無償化の対象とはなりません。

ご注意ください。
※認定の有効期間は申請日（町
が書類を受理した日）以前に
遡ることはできません。
※無償化を受けるためには、利用
開始までに申請書類を提出い
ただく必要があります。
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女性のための相談

10日（水）、24日（水）
①午後2時～2時50分
②午後3時～3時50分

※要予約　女性専門相談員が相談に応じます。

南丹市役所
（詳細は予約時にお伝え
します。）

住民課
℡82－3803

16日（火）
午後2時～4時司法書士

相談会

京都地方法務局
園部支局

ガレリアかめおか

京都司法書士会
相続・遺言相談センター
℡075－585－4113

京都司法書士会
総合相談センター
℡075－255－2566

5日（金）
午後6時～9時

住民課　℡82－3803

消費生活相談

水・木曜日（祝日除く）
3日（水）、4日（木）、10日（水）、
11日（木）、17日（水）、18日（木）、
24日（水）、25日（木）
午前9時30分～午後4時

役場本庁舎

※南丹市の相談窓口も利用できます。  【相談日】月・火・金曜日　午前9時～午後4時
【相談電話番号】0771－68－0100（南丹市商工課内）

※消費者ホットライン　【相談電話番号】（局番なし）188番
いやや！

12月の相談

相続・遺言
相談センター

日時 場所

内容
問

亀岡市相談会

無料税務相談

4日（木）、18日（木）
午後1時30分～4時30分

11日（木）、25日（木）
午後1時30分～4時30分

亀岡商工会議所
（ガレリアかめおか内）

園部納税協会1階　会議室

園部納税協会
℡0771－62－0039

※要予約（相談希望日の前週木曜日の午前中まで。）
※パソコンによるウェブ会議システムを活用した相談

※要予約（webサイト、電話）

20日（土）
午後1時～4時

丹波マーケス
京都司法書士会
総合相談センター
℡075－255－2566

司法書士
法律・登記
無料相談会

こころの健康相談
11日（木）、25日（木）
午前9時30分～午後0時30分

瑞穂保健福祉センター1階
相談室 健康推進課　℡86－1800

※要予約　もみじヶ丘病院精神保健福祉士が相談に応じます。　※予約の上、電話相談もできます。

LINE予約はこちら
（南丹市役所LINE）

ネット予約は
こちらから

ネット予約は
こちらから

ネット予約は
こちらから

試験・求人
求人

町の雇用対策の一環として、町内事業所などから
情報提供のあったものを掲載しています。
社会福祉法人山彦会（三ノ宮小谷30）
℡88－0001　担当：谷山
職　　種　調理員（パート）

※調理員の資格は無くても可。
正職員も相談可。

賃　　金　1,058円～（11月21日以降1,122円）
就労日数　週3～5日程度

※週1～2回でも相談可

就労時間　午前8時30分～午後5時30分
備　　考　18歳以上
DOG VILLA 木都－京丹波－（富田井爪46-1）
℡080－5334－0529　担当：山田
職　　種　清掃業務【急募】、調理業務
賃　　金　1,150円/時間
就労日数　週3日程度（要相談）
就労時間　清掃：午前10時～午後3時

調理：午前6時30分～10時30分
備　　考　18～50歳

農業法人 樂農庵（鎌谷下上河原5）
℡87－0051　担当：森本
職　　種　黒豆刈取り
賃　　金　2,000円/時間
勤務日数　11月15日～1月31日

（雨天休日、希望日休可）
就労時間   午前9時～午後4時

　（公財）京都府立丹波自然運動公園協力会　
（曽根崩下代110-7）　℡82－0560　総務課
書類選考あり
職　　種　作業スタッフ、園内花壇の管理作業
募集人員　若干名
賃　　金　1,122円～/時間
勤務形態　シフト制

午前9時～午後5時（所定労働7時間）
短時間勤務応相談/年齢応相談

備　　考   ・おおむね65歳まで
・花づくり、花壇管理が好きな方
・菊の栽培、管理が好きな方

　職　　種　作業スタッフ、宿泊施設内厨房調理業務
募集人員　若干名
賃　　金　1，150円～/時間
勤務形態　シフト制

午前6時～午後2時、午後1時～9時
1カ月のシフトによる交替勤務あり
（所定労働時間7時間）

備　　考   ・おおむね60歳まで
・健康で勤労意欲のある方

コメリハード＆グリーン京丹波店
（須知居屋ノ下14番地）　℡89－1002　担当：岡本
職　　種　ホームセンターでの品出し担当

（アルバイト）
賃　　金　1,122円/時間
就労日数　週3～4日程度
就労時間　午前8時45分～午後1時

（希望勤務時間帯や曜日についてはお気
軽にご相談ください。）

備　　考   おおむね60歳まで

らくのうあん

相続、遺言、各種契約、農地転用、許認可申請手続きなどの相談　※予約不要

3日（水）
午前9時30分～正午 役場本庁舎　小会議室 京都府行政書士会

℡075－692－2500行政書士による無料相談

※予約不要　※弁護士委員が相談に応じます。

4日（木）
午後1時30分～4時30分

園部総合庁舎1階

南丹広域振興局
園部地域総務部防災課
総合案内相談コーナー
℡0771－62－0360

人権特設相談
自衛隊各種採用試験

採用説明会

各種採用試験のご案内
募集種目 概要 受付締切資格

自衛官候補生
入隊後任期ごとに継続または
退職（転職・進学）を選択できるコース 受付時にお知らせ年間を通じて

第3回
一般曹候補生

入隊後は経験を重ね、
部隊活動の中核を担う

11月21日（金） 12月1日（月）、
2日（火）の内1日

第1次試験期日

平　　日

土・日・祝

時　間日　程

亀岡募集案内所

場　所

問・受付：
防衛省自衛隊京都地方協力本部　亀岡募集案内所
（亀岡市古世町西内坪34－26）　℡0771－24－4170 
京都地方協力本部ホームページ「自衛隊 京都」で検索

●内容　自衛官の仕事と生活および
採用種目についての説明

●対象　学生・一般・保護者の方など
どなたでも参加可 ホームページはこちら

午前10時～正午、午後1時～3時、午後3時～5時

事前予約制　※平日営業時間内での事前予約をお願いします。

18歳以上
33歳未満
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3B体操を主として音楽に合わせて、3つの道具（ボー
ル、ベル、ベルター）を使って、楽しく身体を動かします。
●日　時　11月20日（木）、27日（木）

12月4日（木）、11日（木）、18日（木）
午後1時30分～3時

●場　所　健康管理センター
●対　象　町内在住、在勤の40歳以上
※要予約（初回参加の方）

問・予約：健康推進課　℡86－1800

リフレッシュ体操教室

椅子に座って行う体操教室です。
●日時・場所
12月12日（金）、26日（金）   山村開発センターみずほ
12月9日（火）、23日（火）     役場本庁舎
12月3日（水）、24日（水）     和知ふれあいセンター
午前10時～11時30分

●対　象　どなたでも
●参加料　1回100円
●持ち物　お茶、マスク

問：京丹波町地域包括支援センター　℡82－0001

健康体操教室『月2の会』

スリーエー（３A）教室

A 明るく　A 頭を使って　A あきらめない
スリーエー（3A)教室では、認知症の予防や進行予

防に役立つゲームを行います。
●日　時　12月2日（火）、16日（火）

午前10時～11時30分
●場　所　役場本庁舎
●対　象　どなたでも
●参加料　１回100円
●持ち物　お茶、マスク

問：京丹波町地域包括支援センター　℡82－0001

丹波自然運動公園からのお知らせ

　スポーツ事業
　教室
●グラウンド・ゴルフのつどい
日　時　12月5日（金）（月例大会）

12日（金）、19日（金）
午前9時～11時45分

場　所　陸上競技場（予定）
※雨天時や状況が悪い場合は中止する場合があります。
対象者　どなたでも
参加料　500円
内　容　グラウンド・ゴルフを楽しむ
申　込　当日受付

●エンジョイテニス（夜間）
日　時　12月1日（月）、15日（月）　午後6時～9時
場　所　テニスコート（雨天中止）
対　象　18歳以上
参加料　500円　
申　込　当日受付

●レディーススポーツデー
日　時　12月3日(水)、10日(水)

午前10時～11時30分
場　所　京都トレーニングセンター パフォーマンスルーム
対　象　18歳以上の女性
参加料　300円
内　容　健康体操
申　込　当日受付

●エンジョイテニス（昼間）
日　時　12月3日(水)、10日(水)、17日(水)

午後1時30分～4時30分
場　所　テニスコート（雨天中止）
対　象　18歳以上
参加料　400円　
申　込　当日受付

●太極拳教室
日　時　12月12日（金）　午後2時～4時
場　所　旧宿泊所会議室
対　象　どなたでも
参加料　500円
内　容　太極拳の基礎を学ぶ
申　込　当日受付

●ヨガ教室
日　時　12月19日（金）　午後2時～3時30分
場　所　京都トレーニングセンター研修室
対　象　どなたでも
参加料　700円
内　容　ヨガの基礎を学ぶ
申　込　当日受付

●障がい者スポーツのつどい
日　時　12月9日（火）　午後1時30分～3時30分
場　所　旧宿泊所会議室
対　象　障がいのある方、介護者およびその家族

参加料　無料
内　容　卓球バレー、ボッチャなど
申　込　当日受付

大会
●第16回クロスカントリー大会
日　時　2月21日（土）　午前10時30分～午後1時
場　所　陸上競技場周辺および

園内クロスカントリーコース
対　象　小学生以上（ウォーキングのみ幼児以上）
参加料　700円（ウォーキング200円）
種　目　1.5km（小学生の部／中学生の部／

一般の部）各男女
3km（中学生の部／一般の部）各男女
1.5kmウォーキング（幼児以上）

申　込　1月31日（土）まで

　自然文化事業
●流星群観望会
日　時　12月13日（土）

午後6時30分～8時30分
場　所　陸上競技場
対　象　小学生以上（小・中学生は保護者同伴）
参加料　500円
定　員　50人程度
内　容　ふたご座流星群観望、冬の星座観察など
申　込　12月12日（金）まで

●手作り教室　お正月飾りづくり
日　時　12月20日（土）

午前10時～午後1時ごろ
場　所　旧宿泊所会議室
対　象　どなたでも
参加料　2,000円
定　員　20人
内　容　自分で作った飾りでお正月を迎えよう
申　込　11月20日（木）～12月13日（土）

　イベント
●いとまrché（イトマルシェ）
日　時　12月18日（木）　午前11時～午後4時
場　所　京都トレーニングセンターロビーほか
内　容　ハンドメイド品の展示・販売、キッチンカー

など飲食販売　など

　問：丹波自然運動公園
℡0771－82－1045
℻0771－82－0480
E-mail : kouen@kyoto-

tanbapark.or.jp 丹波自然運動公園の
ホームページはこちら

申込：必要事項【住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話
番号、参加希望の事業名】を記入の上、下記
の方法でお申し込みください。
・郵送　・FAX　・メール

※当日受付の事業は申込み不要

道の駅「和」道路情報センター「伝統芸能常設館」の定期
公演・発表会および展示コーナーについてご案内します。
　定期公演・発表会
●11月22日（土）　開演　午後1時30分
【伝 統 芸 能】和知太鼓保存会
【文化サークル】なみすい～京丹波吹奏楽団～
●12月27日（土）　定期公演なし
　展示コーナー
●11月　和知写友会　写真展
●12月　なし

問：道の駅「和」　℡84－1008

伝統芸能常設館からのご案内

グリーンランドみずほからのお知らせ

●第19回グリーンランドみずほ杯グラウンド・ゴルフ大会
日　時　12月6日（土）　午前9時30分開会
場　所　グリーンランドみずほ グラウンド・ゴルフ場
参加料　2,000円（お弁当お茶付き）
内　容　6ラウンド48ホールストロークマッチ個人戦

（天然芝赤青黄コース・多目的グラウンド3コース）
定　員　144人
※事前予約制
※荒天などで開催できない場合は、予備日12月13日（土）開催

●卓球・バドミントンを楽しむ日
日　時　12月2日(火)、

9日(火)、16日(火)
午前9時～正午

場　所　グリーンランドみずほ
体育館

参加料　300円
申　込　当日受付
※ラケット・ボールレンタル無料
※体育館シューズ持参

問：グリーンランドみずほ
℡86－1512

ホームページはこちら



地域おこし協力隊
今月の弱のつぶやき

ど
ー
も
、や
っ
と
涼
し
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た

ら
す
ぐ
に
寒
く
な
っ
て
腹
が
立
っ
て
い
る
木
下
弱

で
す
。灯
油
を
急
い
で
買
い
に
行
っ
た
木
下
弱
な
ん

で
す
。

秋
で
し
た
。す
ご
い
短
い
期
間
で
し
た
が
秋
が
訪

れ
ま
し
た
。秋
と
い
え
ば
京
丹
波
町
で
す
。京
丹
波

町
の
魅
力
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
の
が
秋
で
す
。

四
季
を
春
、夏
、京
丹
波
町
、冬
に
し
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
じ
ゃ
く
ふ
ぁ
ー
む
に
も
実
り
が
訪
れ
ま
し

た
の
で
10
月
11
日
に
じ
ゃ
く
ふ
ぁ
ー
む
収
穫
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。収
穫
し
た
の
は
さ
つ
ま
い
も
と
特
産
品
黒
枝
豆
。町

内
、町
外
か
ら
12
人
の
方
が
じ
ゃ
く
ふ
ぁ
ー
む
に
来
て
く
だ

さ
り
、京
丹
波
町
の
お
い
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
収
穫
体

験
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
さ
つ
ま
い
も
掘
り
で
す
。参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
の
ほ
と
ん
ど
は
畑
作
業
が
新
鮮
で
す
ご
く
楽
し
そ
う
に

掘
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
も
さ
つ
ま
い
も
は
今
ま
で
で
一
番
出

来
が
良
く
、す
ご
く
大
き
い
芋
が
何
個
も
出
て
き
て
大
成
功

で
し
た
。

そ
し
て
次
は
黒
枝
豆
の
収
穫
で
す
。中
々
実
が
膨
ら
ま
ず
心

配
し
て
い
た
ん
で
す
が
、何
と
か
収
穫
祭
に
間
に
合
い
、ふ
っ

く
ら
し
た
大
粒
の
黒
枝
豆
を
た
く
さ
ん
収
穫
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。鈴
な
り
に

実
っ
て
い
る
枝
も
あ
り
、黒
枝
豆
も

大
成
功
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま

に「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
、ま
た
来

た
い
」と
言
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
京
丹
波
町
の
魅
力

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

京
丹
波
は
え
え
と
こ
ー
！

じ
ゃ
く
ふ
ぁ
ー
む
収
穫
祭
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味
夢
の
里
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

●京
丹
波
町
の
魅
力
と
笑
顔
が
集
う

道
の
駅「
京
丹
波
味
夢
の
里
」が
開
業
10

周
年
を
迎
え
、9
月
28
日
に
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
合

わ
せ
て
2
0
1
5
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
味
夢
の
里
は
、京
丹
波
町
の
玄
関
口
と

し
て
来
場
者
に
食
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

魅
力
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
丹
波
八
坂
太
鼓
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
野
菜
の
直
売
コ
ー

ナ
ー
が
並
び
ま
し
た
。京
丹
波
町
産
新
米

す
く
い
に
は
行
列
が
で
き
、会
場
は
活
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
、交
流
が
生
ま
れ
る
施
設
を
目

指
し
ま
す
。

二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い

●京
丹
波
町
戦
没
者
追
悼
式

今
年
は
戦
後
80
年
。10
月
3
日
に
和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
京
丹
波
町
戦

没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。京
丹
波
町
遺
族
会
や
関
係
者
ら
お
よ
そ

1
4
0
人
が
参
列
し
、戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
た
1
，0
7
7
人
の
魂
を
慰
霊

し
、平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

京
丹
波
町
遺
族
会
を
代
表
し
て
、瑞
穂

遺
族
会
の
鈴
木
利
明
会
長
が「
私
た
ち
遺

族
の
悲
し
み
は
癒
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。今
日
は
不
戦
の
誓
い
の
日
で
も
あ
り
、

次
世
代
に
繋
い
で
い
き
ま
す
」と
追
悼
の

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
は
祭
壇
へ
献
花
が
行
わ
れ
、戦

没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

地
域
に
寄
り
添
う
医
療

●垣
田
院
長
講
演
会

京
丹
波
町
病
院
の
垣
田
秀
治
院
長
が
10
月
4
日
、役
場
本
庁
舎
で「
京
丹

波
町
の
医
・
職
・
住
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。町
合
併
20
周
年
記
念

事
業
で
、ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ェ
ス
タ
の
一
環
で
行
わ
れ
、約
80
人
が
参
加
し
て
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

垣
田
院
長
は
36
年
間
、地
域
医
療
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。講
演
で
は
人
口

減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
医
療
提
供
体
制
、

職
場
、住
環
境
が
大
切
だ
と
語
り
ま
し

た
。ま
た
、南
丹
医
療
圏
の
医
療
機
関
と

役
割
分
担
・
連
携
強
化
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

新鮮な野菜を見て回る来場者ら

白菊が並ぶ祭壇に献花を行う遺族ら京丹波町の未来の医療を語る
垣田院長

か
き  

た  

ひ
で 

は
る

赤ちゃん紹介コーナー 

こんにちは赤ちゃん

たましろゆうき
玉城結喜ちゃん
（蒲生野区/R7.10.14生）
人との結びつきを大切に、希望
に満ちた人生を歩んでね！

（光・百代）

自然との共生を感じる森
わち山野草の森情報コーナー お知らせ版広報

京丹波

子どもから大人まで1日楽しめる住民手づくりのマ
ルシェです。ひえ田野の暮らしや人の温かさに触れて
みてください。
●日　時　11月29日(土)

午前10時～午後4時
(荒天時は11月30日(日)に延期)

●場　所　古民家「沙桜里庵」
(亀岡市薭田野町佐伯垣内亦２－２)

●内　容　地元の特産品や手作り品のマルシェ、音楽
などのパフォーマンス、アート作品の展示と
ワークショップ、ひえ田野町発見！クイズラ
リーなど

●入場料　無料

問：つながろう！ひえ田野実行委員会
Instagram：https://
www.instagram.com/
tsunagaro_hiedano/

つながろう！ ひえ田野　もみじ祭

【催しのご案内】
◆冬の山野草展 12月6日(土）～14日(日）
◆山野草展示即売 12月20日(土)～28日(日)
【園内見ごろ情報】
キチジョウソウ・フユノハナワラビ・ニホンスイセン・
ツバキ・サザンカなど。
【山野草の紹介】
ソヨゴ（実）
花は小さく目立ちませんが
赤い実がきれいです。
開園時間：午前9時～午後5時（入園は午後3時まで）
休 園 日：毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は営業、

翌水曜日が休園日）
※年末年始休園：12月29日（月）～1月4日（日）

入 園 料：大人350円、小学生250円
※山野草苗・花苗の販売、寄せ植えや苔玉などの体験教
室などもできます（体験教室は要予約）。
※管理棟、温室までは無料。

　問・予約：わち山野草の森
℡84－2041　℻84－2045
E-mail : sanyasou＠zc.ztv.ne.jp
HP：http://www.zc.ztv.ne.jp/
sanyasou/ わち山野草の森

情報コーナー

インスタグラムは
こちら

す
ず  

き 

と
し 

あ
き

 人　口 12,152 （－18）
 男 5,828 （－15）
 女 6,324 （－3）
 世帯数 6,077 （－5）
11月1日現在／（    ）は前月比

わたしたちの町

ふるさと応援寄付金

9月の寄付者　＊敬称略

［令和7年9月］ 118,909,400円/6,332件

［令和7年度累計］ 248,153,400円/11,887件

片山 山治 上田 清秀 尾野 亘 柴本 正和
下村 治 中畑 千恵子 株式会社むらいち

宝くじ助成金で整備しました
このほど尾長野区が、宝くじの社
会貢献広報事業として、宝くじの受託
事業収入を財源として実施している
コミュニティ助成事業を活用して、太
鼓を整備しました。太鼓は毎月の練習
のほかに、同区で実施される祭事や
町外のイベントで使用されます。

【コミュニティ助成事業とは】
一般財団法人自治総合センターの
宝くじ社会貢献広報事業として、コミュ
ニティ活動に必要な備品や集会施設
の整備、安全な地域づくりと共生のまちづくり、地域文化への支援
や地域の国際化の推進および活力ある地域づくりなどに対して助
成を行います。地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることに
より、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するための
事業です。
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第
1
回
総
合
計
画
審
議
会
開
催

●目
指
す
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

９
月
30
日
、第
3
次
京
丹
波
町
総
合
計

画
策
定
に
向
け
た
第
1
回
京
丹
波
町
総

合
計
画
審
議
会
を
、役
場
本
庁
舎
で
開

催
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を

定
め
る
も
の
で
、実
現
す
る
た
め
に
基
本

計
画
や
実
施
計
画
を
立
て
、毎
年
度
評
価

を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
見
直
し
な
ど
も

行
い
ま
す
。

審
議
会
で
は
16
人
の
委
員
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
、会
長
に
京
丹
波
町
商
工
会

会
長
の
安
谷
一
秀
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。畠
中
町
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、令

和
7
年
度
に
実
施
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
確
認
す
る
な
か
、第
３
次
計
画
の

検
討
を
進
め
ま
す
。

合
併
20
周
年
記
念
特
別
献
立「
味
夢
く
ん
ラ
ン
チ
」

●給
食
を
通
じ
て
地
元
を
知
る

10
月
10
日
、京
丹
波
町
合
併
20
周
年
を
記
念
し
た
給

食
が
町
内
の
小
中
学
校
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。特
別
栽

培
米
や
、石
井
食
品
株
式
会
社
と
栄
養
教
諭
が
共
同
で

考
案
し
た
小
豆
と
黒
大
豆
が
使
用
さ
れ
た「
ま
め
た
ん

バ
ー
グ
」、デ
ザ
ー
ト
に
は
山
下
秀
製
菓
の
和
菓
子「
い
が

ぼ
う
ず
」な
ど
、町
の
食
が
詰
ま
っ
た
特
別
な
献
立
と
な

り
ま
し
た
。

献
立
作
り
に
携
わ
っ
た
栄
養
教
諭
の
榎
川
久
仁
子
さ
ん

は「
子
ど
も
た
ち
に
は
、給
食
を
通
じ
て
地
域
の
食
材
を
知

り
、自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
語
り
ま
し
た
。

坂
井
区
新
公
民
館
が
完
成

●交
流
と
防
災
の
新
た
な
拠
点
に

坂
井
区
に
新
し
い
公
民
館
が
完
成
し
、10
月
12
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
公
民
館
の
老
朽
化
に
加
え
、入
口
に
続
く
階
段
が
高

齢
者
の
負
担
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、昨
年
建
て
替
え
を

決
定
。町
か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
、災
害
時
に
は
避
難

所
に
も
な
る
新
た
な
公
民
館
が
誕
生
し
ま
し
た
。

区
長
の
竹
市
健
夫
さ
ん
は「
新
し
い
公
民
館
が
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
交
流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
う
れ
し

い
」と
語
り
ま
し
た
。

区
民
の
方
が
作
っ
た
木
製
の
ラ
ン
プ
が
、玄
関
を
温
か
な

光
で
照
ら
し
て
い
ま
す
。
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畠中町長から諮問を受ける安谷会長

おいしそうにまめたんバーグを頬張る児童公民館完成を祝い、テープカットを行う
竹市さん（左）と畠中町長（右）

黒大豆が2つ
顔を出す
まめたんバーグ

玄関前に
取り付けられた
手作りのランプ

や
す 

た
に 

か
ず 

ひ
で

え   

が
わ  

く   

に    

こ

た
け 

い
ち 

た
て  

お

いつも帰ってきたら、おばあちゃんが「おかえり」と言ってくれること
学校に行くときばあちゃんが「行ってらっしゃい、頑張ってきや」と声をかけてくれること

町内の子どもたちから募集した作品を紹介します。

心がほっとする、温まる言葉やエピソード

（小学生）

や
ま 

し
た 

ひ
で
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